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最
期
の
連
作
③ 

「
天
の
書
」
の
創
作 

＝
大
自
然
の
三
部
作
＝ 

 

芹
沢
光
治
良
は
、
親
様
の
指
導
で
「
神
の
書
」
の
連
作
を
書
き
続
け
ま
し
た
。
ま
ず
神
の

三
部
作
を
書
き
、
続
け
て
人
間
の
三
部
作
も
「
一
九
九
一
年
三
月
一
日
」
書
き
上
げ
ま
し
た
。

『
人
間
の
生
命
』
の
最
後
に
「
そ
う
だ
、
僕
は
地
上
の
太
陽
だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

 

平
成
三
年
の
二
月
に
『
人
間
の
生
命
』
の
書
き
下
ろ
し
原
稿
を
出
版
社
に
渡
し
た
後
に
、

太
陽
か
ら
「
こ
れ
で
、
よ
う
や
く
待
ち
に
待
っ
た
、
天
に
つ
い
て
、
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た

な
あ
」
と
言
わ
れ
、「
天
で
、
困
る
な
ら
ば…

…

そ
う
だ
。
大
自
然
の
夢―

と
、
し
た
ら
、
ど

う
か
な
」
と
促
さ
れ
、「
天
の
書
」
の
大
自
然
の
三
部
作
⑴
『
大
自
然
の
夢
』
を
書
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
天
の
将
軍
は
離
れ
、
大
自
然
と
直
接
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

新
し
く
山
本
三
平
が
登
場
し
「
ど
ろ
う
み
こ
ふ
き
」
を
語
り
、
大
自
然
か
ら
「
も
と
は
じ
ま

り
の
話
」
を
書
か
さ
れ
ま
す
。
東
中
野
で
行
わ
れ
て
い
た
芹
沢
文
学
愛
好
会
の
後
半
に
参
加

し
て
愛
読
者
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
伊
藤
青
年
に
大
徳
寺
昭
輝
の
氏
名
が
与
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ジ
ャ
ッ
ク
に
実
相
の
世
界
を
案
内
さ
れ
、「
天
上
の
音
楽
」
を
聴
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
ソ
連
の
崩
壊
も
知
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、「
親
神
が
一
九
八

七
年
に
、
人
類
救
済
の
た
め
に
、
地
球
上
に
降
り
て
、
実
行
し
た
」
か
ら
だ
と
知
ら
さ
れ
ま

す
。「
実
相
の
世
界
で
、
親
し
い
人
々
が
、
私
が
天
上
の
学
校
へ
の
入
学
を
祝
う
か
ら
、
行
こ

う
」
と
ジ
ャ
ッ
ク
に
促
さ
れ
ま
す
。「
天
上
の
世
界
」
も
、「
実
相
の
世
界
」
と
同
じ
大
気
圏

の
な
か
に
あ
る
と
か
。「
天
上
界
で
の
、
至
福
な
空
気
に
、
生
涯
の
友
ジ
ャ
ッ
ク
と
二
人
、
恍

惚
と
し
て
、
我
を
忘
れ
た
」
と
も
書
い
て
い
ま
す
。
親
さ
ん
か
ら
「
よ
う
く
、
皆
に
伝
え
て

い
く
、
あ
ん
た
に
は
、
大
き
な
使
命
が
あ
る…

…

光
治
良
さ
ん
は
、…

…

人
が
如
何
に
す
れ

ば
、
本
当
に
自
分
を
養
い
、
心
を
持
っ
て
、
老
い
る
こ
と
な
く
、
生
き
続
け
る
こ
と
が
、
で

き
る
か
と
い
う
道
を
、
し
っ
か
り
と
書
く
こ
と
が
、
大
切
で
あ
り
ま
す
。」
と
諭
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
百
歳
ち
か
い
二
人
の
老
人
の
姿
が
、
老
醜
の
影
も
な
く
、
神
々
し
く
さ
え

感
じ
ら
れ
た
」
と
書
い
て
、『
大
自
然
の
夢
』
が
書
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
自
然
の
三
部
作
⑵
『
天
の
調
べ
』
は
、
ど
う
し
て
か
「
で
あ
る
体
」
の
文
体
で
書
か
れ

ま
す
。
ま
た
人
名
が
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
ま
す
［
注
／
こ
れ
は
校
正
で
漢
字
に
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
の

か
？
］
。
太
陽
か
ら
天
の
声
を
聴
く
よ
う
に
諭
さ
れ
ま
す
。
親
様
も
天
の
声
や
天
の
夢
を
語
り

ま
す
。
次
の
天
の
書
に
は
「
光
輝
く
心
」
を
伝
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
天
才
ジ
ャ
ッ
ク

か
ら
は
、
イ
ト
ウ
青
年
の
こ
と
は
考
え
る
こ
と
は
な
い
と
忠
告
さ
れ
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
も
唄

い
ま
す
。
カ
ナ
エ
夫
人
が
聖
体
を
借
り
て
現
れ
、
二
人
で
の
パ
リ
遊
学
［
注
／
日
本
汽
船
の
白
山

丸
が
日
立
丸
に
な
っ
て
い
る
？
］
の
こ
と
が
回
想
さ
れ
ま
す
。
第
五
章
は
カ
ナ
エ
夫
人
の
手
記
と
し

て
書
か
れ
ま
す
。
第
六
章
は
私
が
回
想
を
書
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
か
帰
国
が
一
九
二
九(

昭

和
四)

年
と
記
憶
違
い
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
の
音
楽
が
聴
か
れ
、
或
る
朝
、
親
神
の
使
者
か
ら
、

「
水
わ
け
の
命(

み
こ
と)

」
と
し
て
「
神
の
水
」
を
作
り
、
求
め
る
人
に
与
え
る
よ
う
に
言
わ
れ

ま
す
。
十
年
［
注
／
十
年
は
間
違
い
で
は
？
］
の
修
行
で
最
上
段
に
登
り
、
太
陽
と
語
れ
る
神
性
を

得
た
お
祝
い
に
「
天
の
音
」
を
授
け
ら
れ
、「
天
の
学
校(

大
学)

」
に
入
学
す
る
と
か…

…

。 

 

『
大
自
然
の
夢
』
が
出
版
さ
れ
、
存
命
の
親
様
か
ら
「
優
し
い
、
穏
や
か
な
文
体
は
、
ま

さ
に
、
神
の
心
を
、
表
わ
し
ま
す
。」
と
褒
め
ら
れ
ま
す
。
次
女
夫
婦
〔
野
沢
朝
子
夫
妻
〕
が
、
イ

ト
ウ
青
年
一
行
と
チ
ベ
ッ
ト
に
行
き
ま
す
。
突
然
に
ジ
ャ
ッ
ク
が
現
れ
て
、
天
の
大
学
で
学

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
お
祝
い
に
来
て
、
一
緒
に
聖
歌
を
合
唱
し
ま
す
。
家
内
や
ナ
カ
タ
ニ
も

登
場
し
ま
す
。
ナ
カ
タ
ニ
と
若
者
三
人
が
実
相
の
世
界
か
ら
来
て
、
そ
の
一
人
が
「
長
い
歴

史
の
間
で
、
初
め
て
、
こ
の
地
球
上
に
降
り
ら
れ
て
、
人
類
救
済
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、

ご
存
じ
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
コ
ウ
ジ
ロ
ウ
先
生
は
、「
え
、
親
神
が
、
人
類
救
済
の
た
め
に
、

地
上
に
降
り
ら
れ
た
っ
て…

…

本
当
で
す
か
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
何
故
か
？ 

こ
の
「
神

の
書
」「
天
の
書
」
は
、
そ
の
こ
と
を
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
‼ 

芹
沢
先
生
が
ボ
ケ
た
の
か
。
こ
の
『
天
の
調
べ
』
は
、
96

歳
で
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
作

家
と
し
て
の
限
界
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
後
に
は
、
連
作
の
讃
歌
が

書
か
れ
て
い
ま
す
が…

…

。
第
一
一
章
に
は
、
唯
一
の
神
が
「
宇
宙
の
一
隅
に
、
小
さ
な
美

し
い
緑
の
星
」
に
気
が
付
き
、「
こ
の
宇
宙
で
、
生
物
が
生
き
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
小
さ
い
星
、

地
球
し
か
な
い
」
と
し
て
人
間
を
創
り
「
親
神
は
人
間
一
人
一
人
に
、
わ
け
み
た
ま(

魂)

を

与
え
て
、
わ
が
子
で
あ
る
証
に
し
て
、
人
間
は
み
な
、
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を
、
示
さ
れ
た
。」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
何
も
か
も
、
大
自
然
の
お
か
げ
だ
」
と
も
書
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
章
で
も
「
親
神
様
が
、
こ
の
地
上
に
、
降
り
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」

「
親
神
様
が
、
地
上
に
、
降
り
ら
れ
る
こ
と
が
、
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」
と
ボ
ケ
た
よ
う

に
語
り
ま
す
。
し
か
し
、
降
り
ら
れ
た
の
は
「
一
九
八
七
年
」
で
「
永
久
に
、
記
念
の
年
」

だ
と
何
回
も
強
調
し
ま
す
。「
親
神
の
仰
せ
の
ま
ま
に
、
生
き
る
こ
と
に
し
て
、
今
年
で
、
十

年
［
注
／
こ
の
十
年
も
間
違
い
で
は
？
］
目
で
す
。」
と
回
想
し
ま
す
。「
大
自
然
の
調
べ
」
が
天
地

に
流
れ
、「
お
前
の
本
『
天
の
調
べ
』
も
、
終
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
天
の
使
者
に
「
現

在
の
健
康
を
つ
づ
け
さ
せ
て
下
さ
い
。
世
界
の
不
幸
を
身
に
受
け
る
の
も
、
喜
ん
で
堪
え
ま
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す
が
老
い
た
人
間
と
し
て
は
、
健
や
か
で
あ
る
こ
と
が
、
幸
せ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
神

の
お
お
せ
の
仕
事
を
果
し
易
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
願
う
と
、「
わ
か
っ
て
お
る
。
安
心
せ

え
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
一
九
九
三
年
一
月
三
日
に
人
類
の
平
安
を
祈
っ
て
完
結
し
ま
す
。
一

月
二
十
日
に
「
親
神
が
驚
く
よ
う
な
喜
び
の
便
り
を
、
下
さ
る
か
ら
な
あ…

…

と
」
足
元
か

ら
聞
こ
え
た
と
追
記
し
て
い
ま
す
。
芹
沢
光
治
良
は
、「
親
神
は
、
わ
が
子
、
人
類
を
救
済
す

る
に
は
、
親
神
が
自
ら
、
天
か
ら
地
上
に
降
っ
て
、
助
け
る
以
外
に
な
い
と
、
決
意
さ
れ
た
。

そ
れ
が
一
九
八
七
年
の
二
月
中
旬
の
こ
と
だ
っ
た
。」
と
最
後
ま
で
「
一
九
八
七
年
」
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
大
自
然
の
三
部
作
⑵
『
天
の
調
べ
』
は
、
作
者
の
校
正
が
十
分
に
な
さ
れ
ず

に
、
没
後
の
平
成
５
年
７
月
10

日
に
新
潮
社
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
天
の
書
」
の
大
自
然
の
三
部
作
⑶
も
、
書
き
継
が
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
五
年
の

正
月
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
の
で
す
。
第
一
章
と
し
て
書
き
始
め
た
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
二
番
目
の
第
一
章
は
除
い
て
も
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
第
四
章
の
途
中
で

急
逝(

３
月
23
日)

し
た
の
で
、
最
初
の
草
稿
で
未
完
に
終
わ
っ
た
の
で
す
。
各
章
は
約
五
頁

で
す
か
ら
、
後
に
加
筆
し
て
書
き
直
し
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
勿
論
、
ま

だ
書
題
も
決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、『
遺
稿
』
と
し
て
活
字
化
し
、
没
後
の
『
芹
沢
光
治
良

文
学
館
１ 

命
あ
る
日
』(

平
成
７
年
10
月
10
日 

新
潮
社
発
行)
に
収
録(519

～538

頁)

さ
れ
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
天
の
調
べ
の
歌
詞
が
書
か
れ
、
庭
の
日
光
浴
で
、
太
陽
か
ら
「
親
神
の
い

さ
ん
だ
喜
び
の
光
を
、
す
な
お
に
浴
し
な
は
れ
。」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。「
平
安
な
幸
福

を
、
神
か
ら
授
け
ら
れ
、
こ
れ
ぞ
新
年
の
喜
び
と
、
感
謝
し
て
い
る
」
と
書
き
始
め
、
一
高

生
か
ら
の
寄
宿
寮
の
同
室
生
で
親
友
と
な
っ
た
タ
チ
バ
ナ
君
の
独
り
息
子
の
マ
サ
オ
君
が

元
旦
の
十
一
時
前
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
手
土
産
に
新
年
の
挨
拶
に
来
る
こ
と
が
書
か
れ
ま

す
。
タ
チ
バ
ナ
家
は
大
富
豪
で
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
、
苦
学
生
の
芹
沢
は
支
援
し

て
も
ら
っ
た
。
マ
サ
オ
君
の
自
費
出
版
『
大
き
く
笑
う
』
の
出
版
記
念
会
の
二
日
前
に
自
動

車
事
故
で
タ
チ
バ
ナ
君
が
急
死
し
た
こ
と
、
夫
人
が
聖
女
の
宮
に
身
を
よ
せ
た
こ
と
を
回
想

し
ま
す
。
今
年
の
元
日
に
挨
拶
に
来
な
か
っ
た
マ
サ
オ
君
に
電
話
し
た
ら
運
転
手
が
風
邪
で

休
ん
で
欠
礼
し
た
と
の
こ
と
、
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い
こ
と
も
知
り
ま
す
。
章
の
最
後
に
「
万

一
、
私
の
こ
と
を
気
に
な
さ
る
方
が
あ
っ
て
も
、
ど
う
ぞ
、
ご
安
心
下
さ
い
。
そ
し
て
、
忘
れ

て
下
さ
い
。」
と
い
う
謎
的
な
一
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
は
「
記
念
す
べ
き
、
大

切
な
年
」
と
言
い
、「
親
神
の
仰
せ
の
修
行
を
し
、
十
二
年
間
［
注
／
十
二
年
間
は
八
年
間
で
は
？
］

で
、
よ
う
や
く
、
今
年
卒
業
し
た
」「
苦
悩
に
み
ち
た
長
い
歳
月
。
よ
く
も
、
倒
れ
ず
に
、
生

き
と
お
せ
た
も
の
だ
。」
と
、
自
己
の
限
界
を
告
白
し
て
い
ま
す
。
芹
沢
光
治
良
に
と
っ
て
、

こ
の
連
作
の
創
作
は
苦
難
に
耐
え
に
耐
え
た
歩
み
で
、
限
界
に
達
し
て
い
た
の
だ
と
知
ら
れ

ま
す
。
こ
の
最
期
の
作
は
、
明
ら
か
に
筆
力
が
落
ち
、「
実
相
の
世
界
」
の
こ
と
が
殆
ど
書
か

れ
ず
、
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
も
登
場
し
ま
せ
ん
。
親
神
が
直
接
に
「
人
類
救
済
を
す
る
の
や
、
協

力
せ
ん
か
」
話
し
か
け
ま
す
が
、「
親
神
だ
っ
て…

…

そ
ん
な
者
は
、
知
ら
ん
」
と
言
い
出
し

ま
す
。
し
か
し
、「
親
神
は
、
わ
が
子
、
人
類
を
救
済
す
る
に
は
、
親
神
が
自
ら
、
天
か
ら
地

上
に
降
っ
て
、
助
け
る
以
外
に
な
い
と
、
決
意
さ
れ
た
。
そ
れ
が
一
九
八
七
年
の
二
月
中
旬

の
こ
と
だ
っ
た
。」
と
最
後
ま
で
「
一
九
八
七
年
」
を
強
調
し
ま
す
。
神
の
使
者
か
ら
「
汝
は
、

親
神
に
協
力
す
る
か
」
と
言
わ
れ
る
と
、「
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
死
を
待
っ
て
い
る
身
で
ご
ざ

い
ま
す
」
と
喘
ぎ
、
家
内
が
現
れ
る
と
「
こ
の
ま
ま
死
ね
ば
、
幸
い
だ
」
と
思
い
ま
す
。「
早

く
息
が
と
ま
っ
て
、
娘
に
世
話
を
か
け
な
い
で
す
む
よ
う
に
、
必
死
に
祈
っ
た
が
、
元
来
神
を

信
じ
な
い
僕
が
、
祈
っ
た
か
ら
と
て
、
効
果
が
あ
る
筈
は
な
い
の
か―

―

」
と
書
い
て
絶
筆
し
、

平
成
５
年
３
月
23

日
に
96

年
の
生
涯
を
全
う
し
ま
し
た
。
最
晩
年
の
連
作
は
全
九
作
と
構
想

さ
れ
ま
し
た
が
、
大
自
然
の
三
部
作
⑶
は
、
未
完
に
終
わ
り
ま
し
た
。
90

歳
を
過
ぎ
て
、
毎

年
一
作
の
長
編
小
説
を
書
き
続
け
た
こ
と
は
偉
大
な
こ
と
で
す
。
最
期
の
連
作
は
、
大
自
然

の
親
神
に
導
か
れ
た
「
神
の
書
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
も
う
一
つ
の
、「
神
に
導
か
れ
た
生
涯

の
大
河
小
説
」
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
21

世
紀
の
人
類
へ
の
遺
言
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

天
才
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
芹
沢
光
治
良
の
分
身
と
し
て
の
架
空
の
人
物
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
最

後
の
自
伝
『
わ
が
青
春
』
に
、「
パ
リ
理
科
大
学
の
研
究
室
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
で
、

班
長
格
は
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
だ
っ
た
」
と
書
き
、
墓
碑
銘
に
「
科
学
者
の
畏
友
ジ
ャ
ッ
ク
に
／

大
自
然
の
法
則
と
神
の
存
在
を
」
と
生
前
に
自
筆
し
刻
し
た
の
で
す
か
ら
、
実
在
の
人
物
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。『
人
間
の
生
命
』
に
書
い
て
い
る
平
成
二
年
の
モ
ー
リ
ス
・
ル
ッ
シ
ー
か
ら
送

ら
れ
て
来
た
速
達
の
長
文
の
手
紙
が
あ
る
か
調
べ
た
い
で
す
。
ま
た
、
日
記
の
中
に
天
才
ジ

ャ
ッ
ク
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
も
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す…

…

。 

 

最
期
の
連
作
と
し
て
創
作
さ
れ
た
「
神
の
書
」「
天
の
書
」
に
論
述
さ
れ
た
「
大
自
然
の
親

神
」
や
「
実
相
の
世
界
」、
そ
し
て
「
人
類
救
済
の
刻
限―

一
九
八
七
年
」
等
は
芹
沢
光
治
良

の
独
自
の
神
観
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
親
神
の
一

神
教
と
同
じ
で
、
人
間
の
想
像
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
神
観
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
自

然
の
天
は
、
無
意
の
一
元
氣
で
あ
り
、
人
間
は
有
意
の
不
完
全
な
一
生
物
で
あ
る
と
、
私
は

哲
学
的
に
「
天
人
」
を
自
覚
し
て
い
ま
す
。
死
後
の
世
界
は
大
気
圏
に
無
く
、
天
使
や
天
の

将
軍
等
も
無
い
と
思
い
ま
す
。
人
類
は
、
知
性
と
感
性
、
そ
し
て
善
意
の
「
人
生
哲
学
」
に
よ

っ
て
、
地
球
上
に
生
き
抜
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。〔
令
和
６(2024)

年
４
月
識
〕 


